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論 文 内 容 の 要 旨 

レーザー照射による組織融合は現在までに数々報告があるが、根底にあるメカニズムは未

だ不明のままである。我々はレーザーによる低温加熱を利用してバイオマテリアルコラー

ゲンを介在としたコラーゲン組織同士を接合させる技術を開発し、そのメカニズムを解明

した。46℃で加熱したウシ頸動脈の外膜およびウシ真皮から調製されたコラーゲンシート

の形態学的変化を光学顕微鏡と走査型電子顕微鏡で観察したところ、コラーゲン原線維束

の弛緩およびコラーゲン繊維の膨張を示した。切開されたウシ頸動脈をコラーゲンシート

で被覆し 40℃〜52℃のレーザー低温加熱を行うと、300 mmHg を超える圧力に耐える組織

融合が得られた。組織接合部位の顕微鏡観察では、コラーゲン原線維同士の相互嵌合が示

された。レーザー低温加熱による組織接合は、コラーゲン原線維の束が緩みそして膨張

し、そして密着により繊維を絡み合わせる。さらに温度が下がると、緩み膨張した原繊維

および繊維が引き締まり、コラーゲン繊維の嵌合が完了する。この技術は、外科手術での

より損傷の少ない組織接合に応用することができる可能性がある。 


